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令和７年度第１回地域包括支援センター運営協議会 会議録 

 

項目 内容 

開催日時 
令和７年８月２０日（水） 

午後７時３０分から午後８時００分まで 

開催場所 二宮町役場 第１会議室 

出
席
者
氏
名 

委員 

１０名 

定本貴明会長、上杉栄子副会長、齋藤昌久、吉澤学、佐々尚美、

菅澤富枝、松井陽代、古川清香、小笠꺄圭、秋澤由美 

事 務 局 

８名 

福祉部長 

高齢介護課長、介護保険班長、介護保険班員１人、高齢福祉班長、 

高齢福祉班員２人 

地域包括支援センター管理者 

欠席者氏名 なし 

議 題 

１．議題 

（１）令和６年度地域包括支援センター事業実績報告について 

（２）令和６年度地域ケア会議のまとめについて 

（３）令和６年度認知症に関する相談件数について 

（４）令和６年度認知症総合支援事業実績報告について 

（５）その他 

  



- 2 - 

発言者 議題・発言内容及び決定事項 

  

 １．議題 

  

 （１）令和６年度地域包括支援センター事業実績報告について 

地域包括支援センター （資料Ａ）地域包括支援センターより説明 

 （質疑応答なし） 

  

会長 続いて、議題の（２）令和６年度地域ケア会議のまとめについて、

資料Ｂについて担当者から説明よろしくお願いします。 

  

 （２）令和６年度地域ケア会議のまとめについて 

地域包括支援センター （資料Ｂ）地域包括支援センターより説明 

  

会長 ありがとうございます。この資料Ｂにつきまして、何かご質問等

よろしいでしょうか。私もこの地域ケア会議に出席させていただい

て、多職種の連携が非常に重要になるということを実感させていた

だいております。この資料Ｂについてはこれで終わらせていただき

ます。続きまして、議題の（３）令和６年度認知症に関する相談件

数について資料Ｃの説明をお願いいたします。 

  

 （３）令和６年度認知症に関する相談件数について 

地域包括支援センター （資料Ｃ）地域包括支援センターより説明 

  

会長 ありがとうございます。資料Ｃにつきまして質問等ありますか。 

  

委員 少し資料の読み方がわからないのですが、認知症に関して７５名

の方の相談がありました。初期集中ケースはなかったけれども、こ

の７５名の相談者の中で、ア、イ、ウという内訳の相談がありまし

たということですよね。それで相談後の対応として、助言や情報提

供で済んだ人とかがいるのですよね。相談はこれだけあり、かなり

深刻で、例えば他機関との連携をして何か対応したとか、その緊急

度合いとか、どういうところで落ち着いて、どういうふうに繋がっ

たのかみたいなところがちょっと見えなというか、わからないです。 

  

地域包括支援センター そうですね、ご連絡いただいて緊急性があった場合には、その場
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で救急車を呼んでくださいという形をとらせていただくのが一番あ

るのですけれども、そうではなく少し判断に迷うような場合に関し

ましては、私達の中に看護師がおりますので、一緒に訪問させてい

ただいて、バイタル測定等その方の状況を見て救急搬送が必要だと

いう場合には、呼ばせていただくこともあります。また、そこまで

ではないという場合には、状況からしまして例えば介護保険の申請

であったり、ケアマネジャーさんへの引き継ぎ等もさせていただき

ながら、経過の方は追わせていただいているという状況になります。 

  

委員 認知症のご本人や家族からとか、認知症が心配とか、何か相談が 

あるけれども、中には別にそんな心配したことはないけど、ご本人

が心配で相談するとか、そういうケースもあったりするということ

ですかね。 

  

地域包括支援センター そうですね、本当に軽いものから、いろいろなことがあります。 

  

委員 必要時はちゃんと他機関と連携して、例えば介護の申請をすると

か、そこはサポートしているということですね。ありがとうござい

ます。 

  

会長 はい。よろしいでしょうか。 

  

委員 何かもう少しわかりやすい表現ないですかね。 

  

会長 地域包括支援センターの担当の中で、看護師さんも所属されてい

るのですか。 

  

地域包括支援センター そうですね、２名看護師がいます。 

  

会長 わかりました、ありがとうございます。よろしいでしょうか。 

  

委員 すみません。例えば、初期集中ケースの案件はないけれども、相

談された中で、診断を受けていない人とか、医療サービスを受けて

いない人とか、結びついていない人というのが出てきているわけで

すよね。その人達がどういう対応して何に結びついたとか、もう少

しわかりやすく書くのも難しいですか。 
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地域包括支援センター その後の経過というところですか。なかなか全部は難しいです。 

  

事務局 入口の相談だけを記載しているものなので、個別の７５件のエピ

ソードがあり、それを全部記載は難しいです。いくつかの事例を報

告すべきものなのか等は検討かと思います。 

  

委員 相談後の対応が、ざっくりしているものだから、どうやって結び

つけて読めばよいのかが、わからないレベルで今聞いています。そ

の後を追ってとか言っているのではなくて、この中で何かうまく結

びついたらわかりやすいかなという意味です。ご検討ください。 

  

会長 よろしいでしょうか。大変だと思いますけど、その後の対応で全

ケースは無理にしても、何か事例を挙げていただければ幸いかなと

思います。それでは、資料Ｃの質疑応答を終わりにします。続いて、

議題（４）、令和６年度認知症総合支援事業実績報告について、資料

Ｄの担当者から説明をお願いします。 

  

 （４）令和６年度認知症総合支援事業実績報告について 

地域包括支援センター （資料Ｄ）地域包括支援センターより説明 

  

会長 ありがとうございます。何か質問ありますでしょうか。 

  

委員 認知症初期集中支援事業に関して、先ほどの資料Ｃの方だと、初

期集中ケースに関して認知症の相談があった中から、案件となった

ものはゼロというところはわかるのですが、こちらの事業だと、認

知症であるものやその家族に早期に関わり早期診断または早期対応

に向けた支援体制を構築することを目的とするという観点で見る

と、通いの場とかそういった場所の中から、この事業に該当する方

がいないのかなというふうに探してその構築を目指してやっていく

事業なのかと感じたのですが、この案件がゼロというのは毎年案件

はゼロのままなのか、今年度はそういう方を探しているけれども支

援をする対象がいなかったのか、どのような形なのか教えていただ

ければと思います。 

  

地域包括支援センター ここ数年件数としてはないのですが、数年前に１件は上がってい
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ます。ただこの０件というところは、私たちが介入することで、サ

ポート医の先生とかに相談する前に、医療に繋がったり、そういう

繋がりができたというところで、案件に乗せるまでに対応ができた

というところで、０件という形になっております。 

  

委員 なるほど、では先にもう連携が繋がって、その部分でこちらの方

で支援体制を構築するよりはもう医療に繋がっていくということな

のですね。わかりました、ありがとうございます。 

  

会長 はい、ありがとうございます。その他よろしいでしょうか。では

資料Ｄについてのご説明はこれで終わりたいと思います。議題の

（５）その他について、地域包括支援センター運営協議会での全体

的なご質問とか何かありますでしょうか。 

  

副会長 要検討が６８件の方というのは認知症地域支援・ケア向上事業で

認知症の人と家族の会や、認知症カフェだったりそういうところに

出席をされている訳なのですよね。 

  

地域包括支援センター 相談を受けた中で、周知させていただいています。必ず皆さんが

参加しているというよりは、ご興味持たれた方であったり、認知症

の当事者の方とかもお話いただく機会として、ご案内をさせていた

だいているという感じになります。 

  

副会長 実際に二宮町の認知症の方がどれぐらいそこに行かれていてよい

成果が出るのでしょうか。すごく難しいと思うのですよね。 

  

地域包括支援センター 例えばケアマネジャーさんからもご周知いただいて、普段関わる

中で、家族の方が悩んでらっしゃる方には、認知症カフェのご案内

をしていただいており、少しずつ人数が増えているところもありま

す。あとは、認知症カフェの中で、ミニ講座を行わせていただいて

おりまして、そこで介護に繋がるような講座もしながら、皆さんに

ご興味を持っていただけるようなことも計画をしながらやらせてい

ただいております。 

  

副会長 出席者は少しは伸びているのですね。 
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地域包括支援センター はい、そうですね。 

  

副会長 ありがとうございます。 

  

会長 関係者は認知症の方が増えていき大変だと思いますが、よろしく

お願いします。これをもちまして令和７年度第 1 回地域包括支援セ

ンター運営協議会を閉会とさせていただきます。ありがとうござい

ました。 

 

【閉会】 

 


